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月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】

発行回数	 月 1回 /年間 12 回	 配布方法	 ・全会員へ直接郵送

購　読　料	 ジャグラ会員は無償（会費に含む）	 　　　	 ・ジャグラホームページからのダウンロード

	 ・希望企業、団体への有償配布

　山梨県支部、定期総会直前、次期支部長内定者が辞退す
る事になった。
　なんつこん？！　想定外の出来事に、一同動揺を隠せな
い。総会まで時間は無いし、次の支部長どーしっか？！
　役員会でのそんな重苦しい雰囲気の中、満場一致の視線
を感じた。
「えっ？？？」
「・・・・・・・・」
「・・・・・・・・」
「わりぃけん、３日待ってくりょーし」

　自宅に帰り、早速妻に相談した。
　妻は、会社の事務から工場内までこなし、更にはお客様
とのお付き合い、ジャグラのイベント、行事など理解して
くれている。支部長が簡単ではない事も重々承知してくれ
ているはずである。そんな妻が「やってみれば？」と言っ
た。背中を押されるとはこう言う事か。鶴の一声ならぬ妻
の一声であった。心の片隅では決心していたかも知れない。
これも星の巡り合わせってやつなのかな。
　弊社、創業 100 年を迎える年に舞い込んできた大役。
勝手に自分の中に断り辛いを作っていたのかも知れない。
　全容ではないが、若輩者の自分が支部長に就任する事と
なった経緯である。

　さて、創業 100 年を迎え、頑なに避けてきた変化が必
要になっている。
　今までは、会社に看板も設けず、実績・信用・信頼を軸
に後加工の依頼を頂く製本加工業でしたが、先代譲りの職
人気質！「遠く見えなくなってしまった時代の波を先回り
して追い越す」そんな事を夢見る 48歳。
　ある日の事、「こんな加工ができるのは、日本に何人い
るかな」と先代がつぶやく。小学生の頃から先代（父）の
仕事を見たり真似たりして来たと言う事もあり、身近に
あった特殊加工。周りを見渡しても検索してみても、なか
なか見つからない。

　これは結構特殊なんだな！　この幸運な環境を使わない
のは勿体ない！
　そんな特殊加工を前面に打ち出し、今では北海道から九
州まで、お問い合わせ・ご注文を頂くようになっている。
デジタル媒体のおかげである。
　自分の強みは紙媒体である！　便利なデジタルに対抗す
るのではなく、ペーパーレスだ！　デジタルに移行するの
だ！　ではなく、しっかりと共存できる紙媒体を確立する
事が望ましい。「本は紙を手に持って読みたい」と言う人
は結構多い。「この辞書を直してもらえますか？」と言う
お問い合わせに、「直す事は可能ですが、新しい物を購入
された方がお安く済みますよ」と答えると、「いやぁーこ
の辞書じゃなきゃダメなんだよ」と、その１冊に愛着をお
持ちの方も多い。紙にはそう思わせる温もりがある。そん
な「紙」に仕事として携わっていられる事に感謝している。
だからこそ、自分の強み（特殊な技術）と共に、紙媒体の
可能性をデジタルで発信して行きたい。それも一つの共存
であろう。
　今後益々進化し、便利になっていくデジタルに置いてい
かれないように、今までの考え方を見直し、改め、日々の
努力を怠らず自分自身も進化して行きたいと思っている。

　折角なので山梨の話を。

　山梨支部では毎月一回、定例会として会員皆で集まって
飲食（山梨名物 無尽）をしながら情報交換から他愛のな
い話、研修会・親睦会の企画・開催を行っております。ぜ
ひ山梨に遊びに来て定例会にも顔を出してみて下さい。一
升瓶のワインを湯飲み茶碗で乾杯しましょう。山梨と、山
梨メンバーの事を好きになると思いますよ（笑）

　締め切り間近、急遽の無茶振り原稿依頼と言う事を逃げ
場として、まとまりのない拙い文章ではありますが、ご容
赦頂けますと幸いです。

C O N T E N T S

「幸運」を生かすために
山梨県支部長／有限会社 明文堂　鈴木　智也
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第 28 回
日本自費出版文化賞
色
川
大
吉
賞

　日本グラフィックサービス工業会主催、NPO法人日本
自費出版ネットワーク主管の第 28回日本自費出版文化賞
の最終選考会が 9月 1日、吉祥寺東急 REI ホテルで開催
されました。
　厳正な審査の結果、前年比 12％増となる応募作品 805
点から色川大吉賞 1点、部門賞 7点、特別賞 7点、シルバー

特別賞 1点の計 16点の受賞作品が決定しました。残念な
がら今回大賞は「該当なし」となりました。
　最終審査会後の記者発表会で岡本会長は「今年も力作揃
いだった。今回は大賞の該当賞がないということで、28
回を数える自費出版文化賞、やはり基準を厳しくというこ
とで、応募作品の中からベストなものをということではな

く、各賞に適合したものを選んでいくという選考委員の皆
さんの審査に対する情熱を感じることができた。自費出版
の世界は今年も伸びている。海外ではすでにAmazon で
2割を超えるものが自費出版であったり、毎年 30万タイ
トルくらいが自費出版されているというようなことも聞
く。技術的には PODの発展も大きく影響しているのでは
と思う。PODの開発で一般ユーザーの出版に対するハー
ドルが下がった。今後ますます、日本でも自費出版の世界
が伸びていくことは、間違いない。これからも自費出版の
世界を日本で確固たる文化にしていくんだという思いで、
引き続き取り組んでいく」と主催者を代表して挨拶しまし
た。
　鎌田慧選考委員長は「自分の記録を残したい、自分が作っ
たものをカタチにしたいという夢は時代が変わっても、む
しろますます強まっている。そういう点で自費出版文化賞
の応募点数が増えているというのは時代を反映していると
言える。活字文化が衰退していると言われているが、作品

を残したい人たちの夢は残っている。それを保障するシス
テムとして日本自費出版文化賞がある。残念ながら今年は
大賞の該当はなかったが、これからもしっかりと審査して
いく」と講評を述べました。

第 28回日本自費出版文化賞応募点数

地 域 文 化 部 門 102 点（昨年107点）

個 人 誌 部 門 112 点（昨年110点）

小 説 部 門 215 点（昨年145点）

エ ッ セ ー 部 門 121 点（昨年  88点）

詩 歌 部 門 79 点（昨年  64点）

研 究 評 論 部 門 114 点（昨年113点）

グ ラ フ ィ ッ ク 部 門 62 点（昨年  92点）

合　　計 805 点（昨年719点）

第28回

大賞受賞はなし、色川大吉賞に「私のことは わたしが決める」

私のことは わたしが決める
松本移住の夢をかなえたがん患者、77 歳

竹内　尚代 著
（長野県松本市）

発行社：社会評論社 ／ 印刷所：倉敷印刷

命の一升瓶
パラオからの引揚船
田邉　　泉 著
（岡山県倉敷市）

発行社：文芸社／印刷所：フクイン

日本自費出版文化賞 受賞作決定受賞作決定

主催者挨拶を述べる岡本会長

発表する鎌田審査員長

第 28 回
日本自費出版文化賞

シルバー特別賞
コダック合同会社賞
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第 28 回
日本自費出版文化賞

第 28 回
日本自費出版文化賞

部 門 賞 特 別 賞

地域文化部門
コニカミノルタジャパン賞

足尾鉱毒事件
一人ひとりの谷中村
永瀬　一哉 著
（東京都八王子市）
揺籃社 / 清水工房揺籃社 / 清水工房

個人誌部門
リョービ MHI グラフィックテクノロジー賞

みちのく朝日連峰山だより
あるナチュラリストの小屋番日記から
西澤　信雄 著
（山形県朝日町）
22世紀アート /POD（Amazon など）

小説部門
ハイデルベルグ・ジャパン賞

謝名元慶福作品集
ファインダーの中の戦場

謝名元 慶福 著
（沖縄県西原町）

ゆい出版 / 平河工業社

エッセー部門
キングコーポレーション賞

今日も世界の片隅で
テレビの裏側で 30 年

宮澤　豊孝 著
（千葉県白井市）

幻冬社メディアコンサルティング〈発行〉、幻冬社〈発売〉
/シナジーコミュニケーションズ

地域文化部門

紙で残す私の１枚
「紙で残す私の１枚」刊行委員会 編

（長野県高山村）
須高郷土史研究会〈発行〉、文藝出版〈発売〉

/ ブンゲイ印刷

個人誌部門

手記「もやいの海」
菅原　洋一 著
（大阪府堺市）

文芸社 /フクイン

小説部門

あたし、お地蔵さんになれるかな？
運がいいとか悪いとか
東　英文 著
（東京都世田谷区）
東　英文 / 文伸

詩歌部門
ショーワ賞

歌集　別れと知らず
名嘉真 恵美子 著
（沖縄県宜野湾市）

ながらみ書房 /メデューム

研究・評論部門
ホリゾン・ジャパン賞

グラフィック部門
富士フイルムグラフィックソリューションズ賞

ex-dreams
もうひとつのミッドセンチュリーアーキテクチャ
福島加津也、冨永祥子、佐脇礼二郎 編集・企画

（東京都世田谷区）
ガデン出版 /ライブアートブックス

FOOD ART
Moment of beauty
袴田　尚弥 著

（神奈川県茅ヶ崎市）
DAG / 修美社

グラフィック部門

大人の健康づくりと子育てのことを
マンガにしてみた。

かさね 著
（神奈川県横浜市）
リーブル出版 /リーブルリーブル出版 /リーブル

詩歌部門

句集　匙のうら
森　羽久衣 著
（東京都新宿区）
北辰社 /光栄印刷

研究・評論部門

関東大震災・検見川事件
「検見川事件」秋田・三重・沖縄県人殺害

附・沖縄県人の震災体験
島袋　和幸 著
（東京都葛飾区）
島袋　和幸

エッセー部門

実話　税務調査
照　伝光 著
（大阪府大阪市）
せせらぎ出版 /POD（Amazon など）

8 9



書　　　　名 著　　者 著者住所 発行社（者） 印刷所
地域文化部門
豊かな島　豊島　―てしまねえさんの記憶集― 平　井　由　基 徳島県阿南市 文理閣 新日本プロセス
ノトアリテ 一般社団法人くくむ〈企画制作〉 石川県金沢市 NPO法人共存の森ネットワーク 栄光プリント
女たちが語る阪神・淡路大震災　1995-2024　―いいたいことがいっぱいあった― 認定NPO法人女性と子ども支援センター 

ウィメンズネット・こうべ〈編著〉 兵庫県神戸市 ペンコム〈発行〉、インプレス〈発売〉 シナノパブリッシングプレス
富江騒動始末記 竹　山　和　昭 茨城県牛久市 郁朋社 日本ハイコム
芸妓たちの野球チーム　―鹿沼町花街小史― 野　中　富　弘 栃木県鹿沼市 随想舎 晃南印刷
節黒城風雲録　―歴史を動かした越後妻有― 渡　辺　正　範 新潟県十日町市 「節黒城跡開山祭り」50周年記念事業実行委員会 滝沢印刷
勧進・国人・仏教文化　―中世土佐幡多荘の寺院と地域社会― 東　近　　　伸 高知県四万十市 22世紀アート POD（Amazonなど） 
まるごと相模湾　―首都圏の海から読み解く日本の漁業― 木　幡　　　孜 神奈川県二宮町 22世紀アート POD（Amazonなど） 
個人誌部門
自分の命は自分で守る　読めば得する医学の真実 土　山　智　也 石川県金沢市 北國新聞社 ――
甦る魂　―性的虐待のトラウマからの回復と冒険物語― 大　塚　靜　子 神奈川県横浜市 青山ライフ出版 ――
数奇の革命　―利休と織部の死― 児　島　　　孝 京都府宇治市 22世紀アート POD（Amazon など）
きのくに・神野の里　―歴史の情景の中の日本と、山村の生活― 森　下　和　彦 大阪府松原市 22世紀アート POD（Amazon など）
仏教の哲学 伊　東　由　文 徳島県徳島市 22 世紀アート POD（Amazon など）
これであなたも野菜作り名人！　―栽培のための知識と実践ガイド― 前　田　泰　紀 埼玉県東松山市 22世紀アート POD（Amazon など）
歩き遍路は山あり谷あり海あり　―「車・徒歩・自転車」３つの旅路― 増　田　英　俊 徳島県阿南市 22世紀アート POD（Amazon など）
小説部門
ヘボン博士の辞書物語 永　島　道　男 福島県いわき市 つむぎ書房 ――
小説「雪原に咲く」　―幕末アイヌ墓地盗掘事件始末― 不　破　　　裕 北海道札幌市 アスカ・エフ・プロダクツ〈発行〉、明日香出版社〈発売〉 フクイン
遠い国 尾　形　界　而 神奈川県山北町 尾形界而 タウンニュース社
短編集　未熟な大人と純粋な少年 うえだジョージ 鳥取県伯耆町 今井出版 今井印刷
母は眠る。見事に眠る ワカヤマヒロ 新潟県新潟市 新潮社図書編集室 錦明印刷
次郎 337 日　―田中青作品集Ⅱ― 田　中　　　青 福岡県福岡市 銀河書籍 ニシダ印刷製本
もはや堪忍なり難く　大塩平八郎の乱 竹　中　敬　明 静岡県浜松市 サンライズ出版 サンライズ出版
アジアのヴィーナス　―澤田展人小説集― 澤　田　展　人 北海道札幌市 中西出版 中西印刷
エッセー部門
折にふれて　―ふとしたことから思わず身構えてしまったことまで― 羽　鳥　修　平 東京都文京区 東京図書出版〈発行〉、リフレ出版〈発売〉 ブレイン
中国人留学生から見た日本 徐　　　德　明 中国上海市 東京図書出版〈発行〉、リフレ出版〈発売〉 ブレイン
シニア世代の絵本のような本　心のふる里人形展 宮竹眞澄の人形工房〈編著〉 北海道旭川市 宮竹眞澄の人形工房 あいわプリント
佐藤武エッセイ集　野原を駆け巡る 佐　藤　　　武 北海道石狩市 中西出版 中西印刷
神の一滴 横　雲　一　美 埼玉県さいたま市 文芸社 フクイン
私がいた風景　おてんと様が見ているよ！ 長　岡　　　稔 東京都足立区 プラスエム 秋田協同印刷
時々、あなたの風が吹く　―「ひたすらに生きた息子の話」ムネオの東海道五十三次道中記― 野田口　　　茂 岩手県久慈市 野田口　茂 ヘイハン印刷
生きる　亡き夫と共に 田　浦　チサ子 福岡県北九州市 海鳥社 九州コンピュータ印刷
詩歌部門
歌集　フイルム 丸　地　卓　也 埼玉県所沢市 角川文化振興財団〈発行〉、KADOKAWA〈発売〉 中央精版印刷
坂田晃一句集　耳輪鳴る 坂　田　晃　一 東京都小平市 ふらんす堂 三修紙工
句集　瑠璃色の潮 沼　田　布　美 東京都八王子市 文學の森 創栄図書印刷
句集　吾亦紅 内　山　まち子 神奈川県相模原市 草土社 喜怒哀楽書房
古賀博文詩集　封じられた記憶 古　賀　博　文 福岡県太宰府市 書肆侃侃房 モリモト印刷
カシオペア　―向瀬美音句集― 向　瀬　美　音 東京都新宿区 ふらんす堂 明誠企画
詩集　私のいる場所 猪　爪　知　子 北海道札幌市 猪爪知子 プリントモリス
歌集　地吹雪と輪転機　―A newspaperwoman― 森　澤　真　理 新潟県新潟市 六花書林〈発行〉、開発社〈発売〉 相良製版印刷
一滴 山　中　　　六 鹿児島県姶良市 思潮社 創栄図書印刷
研究・評論部門

「家紋の国」はいかに西欧化したのか 安　田　裕　貴 愛知県名古屋市 ブイツーソリューション ――
檀一雄の従軍日記を読む 山城千惠子〈編著〉 埼玉県新座市 新潮社図書編集室 錦明印刷
日本二十六聖人　三木パウロ殉教への道 玉　木　　　譲 熊本県天草市 弦書房 シナノ書籍印刷
泳ぎを楽しめるようになったよ！私たち　―「知的障がい・発達障がい児者への水泳指導実践 40 年」の記録― 原　　　通　範 和歌山県和歌山市 清風堂書店 尼崎印刷
四十一人の写楽　―東洲斎写楽「別人説」の研究― 弐　鳥　傘　寿 京都府京都市 つむぎ書房合 ――
蕪村八景 一二三　壯　治 京都府京都市 科学書院〈発行〉、霞ヶ関出版〈発売〉 篠原紙工
いま、九州本土の砂浜で起きていること　―写真で見る生きもの調査と消えゆく砂浜― 吉　﨑　和　美 熊本県天草市 22世紀アート POD（Amazon など）
手遊び草編み玩具（全５巻） 新　崎　　　宏 沖縄県読谷村 琉球新報社（１巻・２巻）、新星出版社

（３巻・別巻）、沖縄タイムス社（４巻） 新星出版（１・２・３・別）、東洋企画（４）
グラフィック部門
日立鉱山に生きた人々　―「閉山」とその後、そして現在― 中井川　俊　洋 東京都中野区 日立高速印刷 日立高速印刷
新ふるさとの風物詩　―諏訪地方とシルク・蚕糸業のいま― 細　川　伸　吉 長野県芽野市 日本写真企画 誠晃印刷
八百年少女の物語 田　中　つゆ子 福岡県久留米市 田中つゆ子 坂井印刷
Porolaids 篠　原　邦　博 東京都渋谷区 篠原邦博 共同製本
おなかのボタン 平　田　エ　ミ 高知県高知市 リーブル出版 リーブル
宮崎ツヤ子コレクション　モラのカラー図鑑　―パナマの先住民アート― 宮崎ツヤ子、丸地貞男、宮崎理絵 東京都渋谷区 パレード〈発行〉、星雲社〈発売〉 中央精版印刷
Fashion ＋  イラストで学ぶファッション 鄭　貞子、小野順子 埼玉県志木市 IKOMA出版 壮光舎印刷
いのちずかん まりあじょさんし〈さく〉、しげおかひろみ〈え〉 熊本県熊本市 まりあ助産院 グラフィック

入選作品 日本自費出版ネットワーク

日本最大級の自費出版ライブラリー開設
自費出版文化賞の入賞作など一万冊を蔵書

NEWS│お│知│ら│せ│

　このほど、滋賀県近江八幡市浅小井町ヴォーリズみらい
ビレッジ内に日本最大級の自費出版ライブラリーが開設さ
れた。ヴォーリズみらいビレッジは、およそ 29,000㎡（東
京ドームの 2/3）の広さをもち、ヴォーリズ建築の資料
館としてのエリア、SDGs に取り組む地域企業との連携拠
点としてのシェアオフィスエリア、中高のクラブ活動を含
めた地域スポーツ活動（FCヴォーリズ・滋賀 YMCA等）
のエリア等に分かれ、さまざまな取り組みを行っている。
　日本自費出版ネットワークは、日本自費出版文化賞応募
作品を当初、私設自費出版図書館や文化フォーラム春日井
などに寄贈し、公開展示を依頼していたが、第 15回以降
は応募作品が分散することを避けることから滋賀県のサン
ライズ出版で保管しつつ、年 2、3回のペースでネットワー
ク会員社の協力のもと、各地で巡回展示を行い、一部の優
秀作品を展示するにとどまっていた。
　貴重な作品の数々を何とか公開できることを願っていた
ところに、施設の有効活用を望んでいたヴォーリズ学園と
の縁があり、今回の保管展示に至った。これには、ヴォー
リズみらいビレッジ旧小学校跡地の管理者である有限会社
ウエストの尽力もあり実現した。自費出版ネットワークと
しては、同施設を有効活用しながら自費出版文化のさらな
る醸成に努めるという。

■　ヴォーリズみらいビレッジ　（滋賀県近江八幡市浅小井町 699番地）
　「ヴォーリズ学園は、近江兄弟社中学校、近江兄弟社高
等学校、近江兄弟社ひかり園、もりの風こども園、そらの
鳥こども園、ほしの恵みこども園、安土ののはな保育園、
ふるたか虹のはし保育園を運営しています。他に、近江八
幡市内に「浅小井校地」「北之庄校地」を所有し、中学校・
高等学校のクラブ活動や体育の授業・課外活動で活用しな
がら、空いている場所・時間を地域の活性化のために使っ
ていただければとの想いで、｢ヴォーリズみらいビレッジ」
と名付けて、活用を進めています。「有限会社ウエスト」
による、子どもさんやその保護者のための「つながルーム
イベント」に加えて、「貸棚こども書店」「自費出版ライブ
ラリー」など新規事業もスタートします。｣（ヴォーリズ学
園ホームページ）より

■　有限会社ウエスト　（滋賀県近江八幡市たかかい町南 1-3-11）
　1989 年創業、広告・ポスター・パンフレット・ダイレ
クトメール・会社案内・広報誌などの企画制作、ホームペー
ジ企画制作・運営・管理、動画編集・DVD制作、屋内外
サイン・ネオン・ディスプレイ・アクリル加工・店舗内装
などの企画制作、イベント企画・開催・運営。2022年よ
り「ヴォーリズみらいビレッジ」内の旧小学校校舎を借り
受け、「つながルームイベント」「貸棚子ども書店」などの
プロジェクトを展開している。

自費出版ライブラリー
■ 開設日：2025年10月１日
■ 場　所：�滋賀県近江八幡市浅小井町 ヴォーリズみらいビレッジ内
■ 蔵書数：�10,000冊　（第1回からの入賞作品と第16回以降の全応募作品）
■ 開館日 /休館日：開館カレンダーに準ずる
■ 開館時間：10：00~17：00
■ 入 館 料：�無料（原則として予約が必要）090-1224-3246

みらいビレッジ みらいビレッジ既設の状況

入賞作品 歴代大賞作品

ライブラリー全景

1 0 1 1
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TOKYO QUALITY.
す べ て の S P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 最 良 の 品 質 を 。

東京リスマチック株式会社
なんでも相談窓口

平日（月～金）9：00～17：00 E-mail : support@lithmatic.co.jp
プリントデスク 0120-269-132

http://www.lithmatic.net



47 都道府県のお話（その 32：富山県）
　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東
グラ文京支部のアクティブ・野口です。　
　さて、今回取り上げるのは北陸３県の最後、富山県です。　
　富山県と云えば、まだ 20代の頃に出版社の営業をしている
時に北陸３県も担当していて、月に１回１週間かけてほぼ全地
域を周っておりました。その中でも富山はベースキャンプにな
る定宿があったりして思い出がある街になってます。因みに文
苑堂はほぼ全部行きました（笑）
　そんな富山県、今回は出身者、特に文化人に注目してみよう
かと。
　その１：藤子・F・不二雄 / 藤子不二雄 A
　私にとっての富山県出身の方と云ったら真っ先にこのお二方
になるわけで。詳しくは私が説明するよりほぼ史実の「まんが
道」でも読んでもらった方が良いかと。私はAこと安孫子先
生の作品の方に影響を受け（特に笑ゥせぇるすまん）、少年期
から青年期を過ごしました。結果今でも麻雀を雀荘で打つ時の
ニックネームやXのアイコンは「喪黒福造」だったりします。
　その２：角川源義（かどかわ・げんよし）
　まず「誰？」という方も居るかもしれません。が、苗字で気
づく方も居るでしょう、俳人にして、日本有数の出版社・メディ

アミックスの雄である角川書店（現 KADOKAWA）の創業者
であります。まあ「よく知らない」と云う人の方が多いでしょ
う、でもこの人の正体が解らないままこの人の書いた文章は大
抵の本が好きな皆さん（ここの読者様も含めて）はきっと読ん
でます。どこで？
　皆さんの家にちょっくら前の角川文庫の書籍があったら巻末
を開いてみて下さい。「角川文庫発刊に際して」というこの方
が書いた名文が載ってます。
　なんとこの文章、最近の角川文庫には載ってないんだって
（涙）　本当にいい文章なのにね。
　３：安田善次郎
　この人も名前は聞いたことがあるかもしれません、でも
「誰？」って話かも。この人は戦前に三井三菱住友と並ぶ四大
財閥の一つとされた安田財閥の創始者です。多分どれかの名前
は聞いたことがあるであろう「東京大学安田講堂」「旧安田庭
園（東京都）」「安田学園」「安善駅（JR鶴見線）」、これら全部
この人に因んでます。
　この方は金融業に特化した事業で知られ、両替商から事業を
興し、安田銀行（後の富士→みずほ）を創設し、損保・生保会
社（今の東京海上日動・明治安田生命）などを設立し、若手事
業家（特に浅野総一郎）などへの支援をしたとされています。
最後は右翼の人物朝日平吾に暗殺されてしまうのですが、この
人がいなかったら日本の銀行の進化の歴史はもう少し遅くなっ
ていたかもしれないですね。
　つらつら書いてきたコラムもこの辺りで。今月もお付き合い
頂きありがとうございました、では今月の問題です。
問題：�その全長 29.2 キロ。北海道美唄市と滝川市を結ぶ日本

一長い直線道路を含む日本の国道は何号線？

野口聡の

　学コラム㉞

雑雑

（正解は 29ページ）

BTubeへの
映像データ募集中！

スマートフォンで
簡単投稿♪

投稿方法は
こちらから→

いますぐチェック！

ジャグラ BB

2025 年10月

ジャグラ BB は、ジャグラが運営する、印刷業関連のセミナー、情報動画配信サイトです。
2006 年の開局以来、印刷業の情報収集、人材教育ツールとして多数の印刷会社に活用されています。

Adobe E
xpressや

Canvaで

作られた入稿データも

もう怖くないにゃ！

基礎からしっかり学べる！

DTP エキスパート認証試験
学科総合解説 e ラーニング講座
印刷業界で認知度の高い【DTP エキスパート認証試験】
の学科試験対策講座が登場！DTP エキスパート認証試
験を受験する方はもちろんのこと、系統立てて学びたい
という方にもおすすめの講座をご案内します。

カテゴリー 教育と技術 DTP

広報委員会
が選ぶ！

おすすめ番組情報
HOT NEWS

一般ユーザーからの
Adobe Express＆Canva
入稿 PDF 対処法-02
Adobe Express・Canvaで制作
した PDF入稿への対処法第 2 弾。
Adobe Express・Canvaでの印
刷用 PDF 書き出し、Acrobat に
よるデータチェック・プリフライト・
フィックスアップ、InDesignでの
ダブルトンボ付き PDF 作成まで
を画面操作で紹介します。印刷用
PDF の書き出しや Acrobat での
確認方法を知りたい方におすすめ
です。※ 2025 年 8 月 21 日時点
の機能をもとに解説しています。

カテゴリー 教育と技術 DX・総務経理・その他



業態進化委員会は、業態進化を「顧客接点の転換」と「事業領域の拡

大」と捉え、これまで機関誌やジャグラBBを通じて様々なDXツール

を紹介し、データドリブンマーケティングの実践まで取り組んできま

した。

3年間の取り組みを踏まえ、一つの道筋として、MA（マーケティン

グオートメーション）と印刷物の融合による「進化した業態」を示し

てきました。

オンライングラフィック

デザインソフトCanva

顧客、ユーザー側でも利用

が進む「Canva」。データ

入稿時の注意点や活用方法

を学び、受注機会増加へ

印刷付帯サービスとして、

顧客が目的とする集客を　

データマーケティングの視

点から実践

株式会社クイックスの先進

事例から、Web、DM、メ

ルマガを連携した新しいグ

ラフィックサービスの可能

性と業態進化の側面を紹介

データドリブン

マーケティング

 業態進化は・・・  
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「事業領域の拡大」

MA（マーケティングオー

トメーションの学習

業態進化委員会

業態進化に役立つ

DXツールとキーワード

印刷業のためのCANVA活⽤セミナー

業態進化委員会創注実践セミナー
「取り組み事例から学ぶ新しい価値提案」

印刷業のためのCANVA活⽤セミナー第２弾
∼最新機能紹介と⼊稿データ受⼊実践編∼
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新たなお客様を呼び込むWEB・DM・メル
マガ活⽤術−クイックス編−

ジャグラBBの視聴登録はこちらから→

（会員無料）

業態進化委員会創注実践セミナー２
�結果報告編�「企画・提案」の最前線！本⾳
で語る実践事例とその未来
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開講日カレンダー
日程 カテゴリ 講座名 難易度 ジャグラ会員受講料税別

10月02日㈭ Video Premiere Proベーシックトレーニング 基本 27,000円（通常30,000円）

10月14日㈫ DTP DTP入門 入門 16,000円（通常19,000円）

10月15日㈬ DTP Photoshopベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

10月16日㈭ DTP Illustratorベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

10月21日㈫ DTP InDesignベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

10月22日㈬ Web ゼロから学ぶウェブサイト制作基礎知識講座 入門 15,000円（通常18,000円）

10月28日㈫
10月29日㈬

DTP InDesign実務必須テクニック 応用 32,000円（通常38,000円）

11月05日㈬ DTP Photoshopベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

11月11日㈫ DTP Illustratorベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

11月12日㈬ DTP InDesignベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

11月13日㈭ Video Premiere Proベーシックトレーニング 基本 27,000円（通常30,000円）

11月14日㈮ Web HTML+CSS入門 基本 16,000円（通常19,000円）

11月19日㈬ DTP Illustrator実務必須テクニック 基本 16,000円（通常19,000円）

11月20日㈭ Video ゼロから学ぶ映像制作実習講座 基本 17,000円（通常20,000円）

11月21日㈮ Web HTML+CSS実務必須テクニック 応用 17,000円（通常20,000円）

11月25日㈫ DTP Illustrator実践講座～作図・描画編 応用 16,000円（通常19,000円）

11月26日㈬ DTP Illustrator実践講座～文字組み・レイアウト編 応用 16,000円（通常19,000円）

11月27日㈭
11月28日㈮

DTP Photoshop実務必須テクニック 応用 32,000円（通常38,000円）

12月10日㈬ DTP Photoshopベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

12月11日㈭ DTP Illustratorベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

12月16日㈫ DTP InDesignベーシックトレーニング 基本 16,000円（通常19,000円）

12月17日㈬ Video Premiere Proステップアップ講座 応用 27,000円（通常30,000円）

12月18日㈭ Video After Effectsベーシックトレーニング 基本 28,000円（通常31,000円）

※ジャグラ会員は講座１日間につき本体価格より 3,000 円）半日講座は 1,500 円）割引

JaGraスクールは、2024年4月より「ジャグラショート
カット」という新名称で再スタートしました！
"最短半日でデジタル技術が学べる" をキャッチフ
レーズに、今後も実務にすぐ役立つ短期講座を提供
してまいります。
講座内容詳細や受講方法はジャグラショートカット
のウェブサイトをご確認ください。

URL https://www.jagra.or.jp/school/

スクール
名称変更の

ご案内

　日本印刷産業連合会が主催する「９月　印刷の月　記念式典」が
９月 11日、東京都千代田区のホテルニューオータニで開催されま
した。
　今回は日印産連 40周年記念ということで、特別表彰として㈱久
栄社・田畠一彌氏、㈱千修・下谷隆之氏、㈱金羊社・浅野健氏が日
印産連役員永年功労者に、グリーンプリンティング認定審査員の須
田治樹氏、プライバシーマーク審査センター審査委員長の牧山嘉道
氏が日印産連事業永年功労者に、印刷インキ工業会、環境保護印刷
推進協議会、全国グラビア製版工業会連合会、日本印刷技術協会、
日本印刷産業機械工業会、日本製紙連合会、日本洋紙板紙卸商業組
合、日本洋紙代理店会連合会、日本WPA、プリプレス＆デジタル
プリンティング機材協議会が日印産連永年功労団体としてそれぞれ
表彰されました。
　このほか、ジャグラからは、尾形文貴氏（㈱みつわ会長、現ジャ
グラ副会長）が印刷功労賞を、渡邊辰美氏（㈱あいわプリント社長、
現理事）、本村豪経氏（アイメディア㈱、現理事）が印刷振興賞を
受賞しました。
　式典前の講演会では、印刷博物館の館長に就任した小説家の京極
夏彦氏が「印刷文化―印刷メディアの可能性」をテーマに講演しま
した。
　懇親会終了後は場所を移して、渡邊氏は体調不良によりあいにく
の欠席でしたがジャグラメンバーで３氏の受賞祝賀会を開催しまし
た。

日印産連　９月印刷の月式典
ジャグラから尾形氏、渡邊氏、本村氏が受賞

NEWS│お│知│ら│せ│

【印刷功労賞】
■ 尾形　文貴 氏
株式会社みつわ　代表取締役会長

2008 年から現在まで理事、監事、副会長を務め
る。「経営基盤確立委員会」の委員としてインター
ネット放送「ジャグラＢＢ」を中心とした教育
事業を推進。「環境対策委員会」「ＣＳＲ委員会」
等の委員および委員長を務め、通算 10 年間に
わたり印刷会社の環境対応の啓蒙に尽力。2012
年より 2015 年まで「個人情報保護委員会」の
委員に就任、P マーク制度普及に努めるなど、
中小印刷業の経営品質向上に貢献した。

【印刷振興賞】
■ 渡邊　辰美 氏
株式会社あいわプリント　代表取締役社長

2018 年より現在まで、全国理事を務める。また、
2018 年から現在まで北海道地方協議会 地協会
長、2014 年より現在まで北海道支部 支部長を
務め、地協支部活動に貢献した功績は多大であ
る。

■ 本村　豪経 氏
アイメディア株式会社　代表取締役

2017 年から現在まで理事を務める。2018 年か
ら 2022 年まで青年部代表幹事に就任。2022 年
より広報委員会委員長として動画配信、機関誌、
広報アプリ運営等、社団の情報発信の中核を担っ
ている。

左から4人目が尾形氏

左から尾形氏、岡本会長、本村氏

祝賀会の様子
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　「正直、最初は不安でした。外国人を雇うなんて、考え
たこともなかったですから」
　共立速記印刷の笹井靖夫社長は、そう言ってインタ
ビューを始めた。日本の印刷業界で長年事業を続けてきた
同社にとって、技能実習生の受け入れはまさに未知の領域
だった。しかし、人材不足という課題に直面し、新たな道
を探る中で、2017 年に初めてインドネシアから 3名の
技能実習生を受け入れる決断をした。
　この最初の 3名の実習生が、その後の同社の外国人材
受け入れの成功を決定づけた。「彼らが非常に優秀で、そ
の後の基準になってしまいました」と社長は振り返る。日
本語能力はもちろんのこと、仕事に対する積極性や、真面
目な姿勢が際立っていたという。彼らの存在は、社内の外
国人材に対する不安を一掃し、期待へと変えていった。

■　日本語の壁を乗り越える。工夫された指導体制

　技能実習生の受け入れで最も大きな課題となるのが言語
の壁だ。共立速記印刷では、この問題をクリアするために
独自の指導体制を築いている。
　「機械の細かい操作やニュアンスは、やはり日本語だけ
では伝わりにくいんです。だから、技術的な指導は、日本
語が堪能なインドネシア人の先輩実習生に任せることが多

いです」と、現場の責任者である中神士範工場長は説明す
る。OJT（職場内訓練）の多くは先輩が担当し、日本語
では伝えきれない細かなコツや注意点を、母国語であるイ
ンドネシア語で丁寧に教えている。
　しかし、全てを任せきりにするわけではない。機械の故
障対応や、製品の最終チェックといった重要な判断は、必
ず日本人が行う。「この仕上がりで大丈夫か？」という最
終確認は、日本人スタッフが責任をもって判断している。
　また、コミュニケーションエラーを防ぐための工夫も欠
かさない。以前、日本人スタッフが注意したことが、言葉
の壁で実習生にうまく伝わらないという事態が発生した。
これをきっかけに、同社は翻訳アプリなどを積極的に導入
し、コミュニケーションの質を高める努力を続けている。
　「言葉が完全に通じなくても、ジェスチャーや表情、そ
して何より『伝えよう』という気持ちが大切なんです」と
中神工場長は語る。

■　自主性を重んじる教育方針。実習生たちの成長
が企業の力に

　共立速記印刷が実習生に求めるのは、何よりも「向上心」
と「自主性」だ。面接では、体力テストや日本語の筆記試
験も行うが、最終的に重視するのは「自主的に学習し、行
動できるか」という点だという。
　実際に、日本語の上達度合いは個人差が大きい。来日当
初は皆同じようなレベルだが、その後は「日本人とどれだ
け話すか、自分自身でどれだけ勉強するか」によって、大
きな差が出てくる。
　「日本語の勉強は何でやっているんですか？」という質
問に、実習生の一人は「アニメや日本の歌で勉強していま
す」と答える。分からない単語があれば、すぐに日本のス
タッフや先輩に質問する。そうした「分からないことをそ
のままにしない」姿勢が、彼らの日本語能力を飛躍的に向
上させている。
　特に、仕事で使う専門用語や、日本語の「数字」の習得

は徹底させている。「100 部と 200 部を間違えては、大
変なクレームになってしまう。だから、まずは数字を完璧
に覚えてもらうようにしています」と笹井社長。

■　生活面も手厚くサポート。安心できる環境づくり

　実習生が日本で安心して生活できるよう、共立速記印刷
は生活面でも手厚いサポートを行っている。
　住居については、受け入れ当初は複数人で共同生活を
送っていたが、現在は実習生本人の希望を尊重し、一人一
部屋を確保している。一軒家を借り上げ、各部屋を個室と
し、風呂や台所は共同で使用するスタイルだ。これは実習
生たちがプライベートな時間を確保し、リフレッシュでき
るようにという配慮からだ。
　「一人ひとりの希望を聞いて、できる限り応えるように
しています。彼らが不自由なく、ストレスなく生活できる
ことが、仕事のパフォーマンスにもつながりますから」と
話す。
　また、病院や役所の手続きなど、日本語が必要な場面で
は、必ず日本人スタッフが同行する。初めての海外生活で、
病気になったり、困ったことがあったりする際の不安を軽
減するためだ。

■　多文化共生がもたらす新たな価値

　共立速記印刷の社内では、すでに多文化共生が当たり前
になっている。
　「今では、彼らがいないと寂しいですね。まるで家族の
ようです」と、中神工場長は笑顔で語る。文化や習慣の違
いによるトラブルはほとんどないという。
　「彼らは、自分たちの文化や宗教を守りつつ、日本の生
活にもうまく適応してくれています。私たちも、彼らの文
化を尊重し、理解しようと努めています」。
　今後、同社は技能実習制度で培った経験を活かし、外国
人材が長期的に働けるような環境をさらに整備していく考
えだ。技能実習を終えた実習生が、再度特定技能などのビ
ザで日本に戻り、同社で働けるような道筋も模索している。
　「せっかく日本で身につけた技術や日本語を、帰国後も
活かせるようにしてあげたい。日本とインドネシアの架け
橋となり、彼らの人生を豊かにする手助けができれば、私
たちにとってもこれ以上嬉しいことはありません」。
　共立速記印刷の挑戦は、単なる人材確保に留まらない。
それは、異文化を持つ若者たちが、日本の社会で活躍でき
る場を提供し、互いに成長しあう、新しい時代の企業経営
の形なのかもしれない。

笹井社長

中神工場長

インドネシア人技能実習生は、うちの「戦力」。インドネシア人技能実習生は、うちの「戦力」。
共立速記印刷の挑戦共立速記印刷の挑戦
初めての外国人材受け入れ。不安を乗り越え、出会った優秀な「仲初めての外国人材受け入れ。不安を乗り越え、出会った優秀な「仲間」たち間」たち
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イベント

HOPE2025 に出展
ガリ版体験盛況に

ジャグラ
　HOPE実行委員会主催のHOPE2025（HOKKAIDO PRINT 
EXPO2025）が９月３日（水）、４日（木）の２日間、北海道
札幌市のアクセスサッポロで開催されました。
　２日間で 3,164 名が来場した会場では、今年もジャグラブー
スを展開。今回は、「印刷屋さんのお仕事展」の出張版として、
令和６年度ジャグラ作品展の受賞作品を展示しました。また、
ガリ版印刷キットを持ち込み、ガリ版体験教室も開講。事前に
市内の専門学校へと告知チラシを配布したところ、多くのデザ
イン関連の学生に来場いただき、限られた人数ではありました
が、ガリ版印刷を体験していただきました。
　会場を訪れた印刷関連業の方々にとっても懐かしいアナログ
印刷に触れていただき、改めてグラフィックサービスの魅力を
感じていただくことができました。

イベント

ぼうさいこくたいに初出展
ジャグラコンパスを PR

地域活性化委員会
　防災推進国民大会 2025 実行委員会（内閣府・防災推進協
議会・防災推進国民会議）主催の防災推進国民大会 in 新潟（ぼ
うさいこくたい 2025）が９月６日（土）、７日（日）の２日間、
新潟市の朱鷺メッセで開催されました。
　ジャグラ地域活性化委員会（齋藤秀勝委員長）は、岡副会長
（担当理事）、齋藤委員長、木戸委員、杉田委員、田中が参加。
ブースでは、リコージャパンの青木委員ご協力のもとプリン
ターと木戸委員の PC、モニターを設置し、ジャグラコンパス
セーフティマップ（以下コンパス）を実演しました。コンパス
の機能はもちろん、指定緊急避難場所を紙に出力する必要性を
会場で訴求したところ、自治体やNPOなど様々な災害関係者
から共感を得ることができ、市場調査として様々な情報収集な
らびに情報交換を行うことができました。
　通常の展示に加え、初日の 19時半から、出展者による大交
流会が開かれ、齋藤委員長が登壇してコンパスを PRしました。
入場フリーのため正確性にかけますが、公表１万 9,000 人が
来場しました。
　次回は 2026 年 10 月 17 日（土）、18 日（日）、鳥取県倉
吉市のエースパック未来中心で開催されます。

ガリ版体験の様子

主催の岸実行委員長 祝辞を述べる岡本会長

HOPE2025　オープニングのテープカット

今年８月に広瀬印刷へ入社いたしました田中絵理と申し
ます。前職は地元の老舗醤油蔵で営業、その前は司法書士
事務所、さらにその前は保育士という、業界をまたぐ転職
歴を持つ “職業ジプシー ”です。印刷のことはまだまだ勉
強中ですが、瀬尾社長とは前職時代に広島西法人会青年部
でご一緒していたご縁もあり、こうして新たな一歩を踏み
出しました。右も左もインキも紙も分からない私ですが、
皆様の知恵と経験にすがりながら、少しずつ印刷の世界に
染まっていければと思っております。どうぞよろしくお願
いいたします。
さて、この度楓翆会では８月 29日に、毎年恒例になり
つつある工場見学＋納涼会にリコージャパン株式会社様
（以下リコー様）によるスモールDXセミナーを加え、14
時～ 21時まで事業を開催しました。
まず事業は広瀬印刷内で行われた、リコー様によるセミ
ナー「小さく始めるDXのお勧め～バーコード活用による
成功事例の紹介～」からスタート。札幌の正文舎様、広島
のニシキコネクト様の事例を交えながら、印刷業界におけ
るDX（デジタルトランスフォーメーション）の可能性に
ついて、実践的な視点でわかりやすくご紹介いただきまし
た。
印刷工程は多くの人の手を経て成り立つ複雑なプロセス
ですが、バーコードを活用したデジタル管理によって、以
下のような効果が期待できるとのことでした。
・・属人化・職人化の解消による人員の最適化
・・作業進捗のリアルタイム把握による工程管理の効率化
・・経営者視点での単品損益の可視化
・・自動化によるワンオペレーションの実現で、障がいの
ある方や外国人、短期アルバイトでも作業が可能に
さらに、リコー様が推進しているDXは、Excel をベー
スにしたアプリを活用
しているため、初期導
入費を抑えられるとい
うメリットがあるとの
ことでした。これは設
備投資に慎重な中小企

業にとって非常に魅力的なシステムであり、現場への浸透
もスムーズに進められる点が印象的でした。
中でも心に残ったのは、「DX成功の鍵は、トップの強
いメッセージとビジョン」という言葉です。DXは単なる
業務改善にとどまらず、業界全体をより良くしていく力が
あることを改めて実感しました。
セミナー後は、当社の工場見学へ。最新のレーザープリ
ンターで作成された木製キーホルダーは、細部までこだ
わった精巧な仕上がりで、印刷
技術の新たな可能性を感じる一
品でした。設備も多彩で、入社
したばかりの私にとっては、見
ているだけでワクワクする空間
でした。
続いて、商工センターにある
当社グループ会社・有限会社共
立製本を訪問。２日前に導入さ
れたばかりの壁掛けカレンダー
製本機を見学しました。この機
械は、スタートボタンを押すだ
けで、表紙と 12か月分の用紙
が自動で組み合わされ、ミシン
目加工、ヘッダー部分への印刷・接着までを一気に仕上げ
てしまうという優れもの。通常なら複数の工程に分かれる
作業が、１台で完結するというのは驚きで、現場の省力化
やスピードアップに大きく貢献してくれそうです。
そして夜には、会場を移して懇親会（納涼会）が開催さ
れました。印刷業の現状や課題、これからの展望などにつ
いて、ざっくばらんな意見交換が行われ、
業界の垣根を越えたつながりを感じるひ
とときとなりました。
セミナーから工場見学、懇親会までを
通じて、印刷業界の “今 ” と “ これから ”
を肌で感じることができた、非常に充実
した一日となりました。

リコー様DXセミナー

特練インキ製造装置の説明
（広瀬印刷）

カレンダー製本機
（共立製本）

レーザー加工
お土産品

│N│E│W│S│

業 界 の 動 き

「楓翆会」工場
見学＆＆セミナー

＆＆納涼会 参加報
告

～工場の
見える化

の原点は
どこにあ

る？～

リコー・スモールDXセミナー ＋ ㈱広瀬印刷・㈲共立製本見学会

SPACE-2
1広報部

　　田　中　絵
　理

（㈱広瀬印
刷　業務管

理部）

│連│載│⑩│
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■　９月の事務局日誌
	 1 日	 広報委員会（Web会議）　　自費出版文化賞最終選考会（東急 REI）
	 2 日	 MIS 研究委員会（Web会議）
	 3 日	 HOPE2025（北海道）→岡本会長、田中専務　　Pマーク現地審査（神奈川）
	 4 日	 HOPE2025（北海道）→田中専務、笠原　　Pマーク現地審査（千葉）→今田
	 5 日	 SPACE-21 幹事交流サミット、正文舎見学会（北海道）→田中専務、笠原
	 6 日	 ぼうさい国体 2025（新潟）→岡副会長、齋藤理事、田中専務
	 	 SPACE-21 幹事会（北海道）→笠原
	 7 日	 ぼうさい国体 2025（新潟）→岡副会長、齋藤理事、田中専務
	 9 日	 生産性向上委員会（Web会議）
	10 日	 会員拡大委員会（Web会議）
	11 日	 理事会（本部）　　印刷の月式典（ニューオータニ）
	12 日	 地域活性化委員会（Web会議）
	16 日	 作品展委員会（Web会議）
	17 日	 P マーク審査会（本部）　　個人情報保護委員会（本部）
	18 日	 P マーク現地審査（兵庫）→田中専務、今田
	19 日	 P マーク現地審査（大阪）→田中専務、今田
	24 日	 日印産連ステコミ→岡本会長、田中専務　　サスティナ酒場（Webイベント）
	 	 業態進化委員会（Web会議）
	25 日	 日印産連GP推進部会→田中専務
	26 日	 P マーク現地審査（愛媛）→今田

■　10 月のスケジュール
	 1 日	 P マーク現地審査（秋田）→田中専務
	 2 日	 P マーク現地審査（秋田）→田中専務
	 6 日	 サスティナブル委員会（Web会議）
	 8 日	 MIS 委員会（Web会議）
	 9 日	 P マーク現地審査（千葉）→田中専務、今田
	11 日	 関地協大会（松本）→岡本会長
	14 日	 P マーク現地審査（山梨）→田中専務
	15 日	 2025GP環境大賞等表彰式→笠原
	17 日	 SHOWA会総会（東京）→田中専務　　Pマーク現地審査（神奈川）→田中専務
	21 日	 P マーク現地審査（埼玉）→今田
	22 日	 業態進化委員会（ウェビナー）
	23 日	 生産性向上委員会（Web会議）
	24 日	 正副会長会議（本部）
	25 日	 SPAE-21 全国協議会（土浦 ホテルマロウド筑波）→岡本会長、田中専務、笠原
	28 日	 会員拡大委員会（Web会議）　　Pマーク現地審査（東京）→今田
	29 日	 70 周年誌編纂委員会（Web会議）
	30 日	 作品展委員会（Web会議）

■　11 月のスケジュール
	 4 日	 広報委員会（Web会議）
	 5 日	 P マーク審査会（本部）
	 6 日	 地域活性化委員会（本部）
	 7 日	 理事会、全国協議会、懇親会（1日目）（KFCホール、第一ホテル両国）
	 8 日	 全国協議会（2日目）（KFCホール）　　自費出版文化賞表彰式
	 	 役員推薦委員会（KFCホール）
	11 日	 印刷タイムス 70周年記念イベント（大阪）→岡本会長、田中専務
	12 日	 P マーク現地審査（大阪）→田中専務
	13 日	 P マーク現地審査（大阪）→田中専務
	14 日	 P マーク現地審査（大阪）→田中専務
	19 日	 日印産連ステコミ（Web）→岡本会長、田中専務　　サスティナ酒場（Webイベント）

事・務・局・便・り
　４月に入局し、気づけば 10月 21日で半年となります。
　振り返ると、本当にあっという間です。入ってすぐに経験した東京大会、担当委員会で、会員の皆
さんの顔と名前が少しずつ一致してきた喜び、そのほかのイベントなど、毎日が目まぐるしくも、非
常に濃い時間でした。正直、最初のうちは不安でいっぱいでしたが、周りの皆さまに助けられてばか
りの半年だったと、改めて感じています。ようやく、少しずつですが自分なりのリズムで動けるよう
になってきたところです。
　次の大きな舞台は、11月の「全国協議会」。また緊張する日々になりそうですが、この貴重な経験
を楽しみながら乗り切りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。（笠原）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています

ジャグラ

Adobe Express 入門講座を開講
生成 AI 連携機能も説明
ショートカット委員会

　ジャグラショートカット運営委員会は、賛助会員の㈱モリサ
ワ様ご協力のもと、「印刷会社のためのAdobe Express 入門
講座」を８月 27日（水）13:30 ～ 16:30 にオンラインで開
催し、全国から 36名のジャグラ正会員の方にお申し込みいた
だきました。
　当日は、ジャグラショートカット運営委員会の武川優委員長
（東京三多摩）が開会あいさつを行い、本編では日本初の
Adobe Express 解説書『Adobe Express 使い方入門』の著
者である増田幹男講師がデモを交えながらAdobe Express の
概要説明、Illustrator や Photoshop との連携機能、生成 AI
機能、Adobe Express で作成されたデータを印刷する際の注
意点について解説。Q&Aコーナーでは、㈱モリサワの長谷川
昌紀氏もサポートに加わり、受講者からセミナー中に寄せられ
た質問へライブで回答しました。セミナー終了後の受講者アン
ケートには 20 件の回答があり、「Adobe Express の全体像
がよくわかりました」「生成AI との連携がわかりやすかった」
など高評価をいただきました。

関連業者

価格改定
三菱製紙

　三菱製紙㈱は 10月 21日分から印刷・情報用紙の価格を改
定します。
＜対象製品＞
・印刷用紙全般（上質紙、塗工紙、微塗工紙、他）
・情報用紙全般（PPC用紙、フォーム用紙、他）
＜改定幅＞
・印刷用紙全般　現行価格＋ 10％以上
・情報用紙全般　現行価格＋ 10％以上
＜実施時期＞
10月 21日出荷分より

イベント

“ 印刷のチカラ ” テーマに page2026
2026 年２月 18 日～ 20 日、池袋サンシャイン

JAGAT
　（公社）日本印刷技術協会（JAGAT) は、2026 年２月 18
日から２月 20日までの３日間、東京・池袋のサンシャインシ
ティで『Re:Connect　印刷の力』をテーマに「page2026」
を開催します。今回で 39回目を迎える「page」は、機材展
にとどまらずデジタルメディア分野まで幅広く捉えた内容が特
徴です。今回、開催に際し、page2026 では、新たな試みと
してポスターデザインの公募を実施し、厳正なる審査の結果、
東洋美術印刷株式会社様が制作されたデザインに決定しまし
た。

業 界 の 動 き

＜お詫びと訂正＞
　月刊グラフィックサービス９月号 11ページ「広報委員
会より」の記事で誤った画像を掲載いたしました。正しく
は下記の画像（文字等のカスレ）です。
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禁無断引用　
※�本誌記載の製品名は一般に各メーカーの登録商標です
　原則、TMやⓇ�マークは省略しています
※�乱丁/ 落丁本はお取り替えいたします

月刊『グラフィックサービス』887 号
……………………………………………………
■	発行日	 令和 7年 10月 10日（毎月 1回）
■	発行人	 岡本　　泰
■	編集人	 本村　豪経
■	発行所　
　 
 　　　　　　　　　　　　　　　　略称ジャグラ
	 〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 7-16
	 電話 03-3667-2271　ファクス03-3661-9006
	 ウェブ https://www.jagra.or.jp/

ジャグラは一般財団法人日本情報	
経済社会推進協会指定のプライバシー
マーク指定審査機関です

……………………………………………………
■	編集部宛メール　edit@jagra.or.jp
……………………………………………………
◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ /副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ /理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 /㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 /菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 /㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 /㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 /㈲舞鶴孔版
	 瀬尾　　淳	 広島 /㈱広瀬印刷
	 三宮　健司	 高知 /㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 /㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京 /西谷印刷㈱
	 松谷　勝広	 東京・文京 /㈱松谷メールサービス
	 笹井　靖夫	 東京・文京 /共立速記印刷㈱
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　今田　　豪
	 長野未奈美　　古田　理子　　笠原賢一郎	

以上、ジャグラ事務局

◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子　　古田　理子
◎	動　画　今田　　豪
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．（大分県支部）
　 ＤＴＰ＝Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワOTF/ モリサワ BIZ+ほか

　 �※�本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知県支部）
	 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
	 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
	 印刷機＝ RYOBI 924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】12 号線

審査
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